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六
月
十
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
「
武

蔵
野
市
産
業
振
興
条
例
」
が
修
正
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
条
例
案
の
主
な
内
容
は
、
本
市
の
産
業

の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
、
市

民
が
よ
り
豊
か
で
、
安
全
に
か
つ
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
制

定
す
る
も
の
で
、
産
業
振
興
の
基
本
方
針
や

市
・
産
業
経
済
団
体
の
責
務
、
商
店
会
や
事

業
所
の
役
割
等
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

本
条
例
案
は
三
月
二
日
の
本
会
議
で
総
務

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
月
四
日

の
同
委
員
会
で
は
、
条
例
中
の
用
語
の
意
味

が
不
明
確
で
あ
る
等
の
理
由
か
ら
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

　

五
月
十
二
日
の
同
委
員
会
で
は
、
委
員
五

名
よ
り
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
、
①
商
店
街
の
定
義
に
つ
い
て
、
店

舗
ど
う
し
が
近
接
し
て
い
な
く
て
も
、
集
積

し
て
い
る
区
域
で
あ
れ
ば
商
店
街
の
定
義
に

包
含
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
②
産
業
の

振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
、
市
長
の
責
任
を
よ
り
明
確
に
す

る
③
商
店
街
に
は
属
し
て
い
な
い
が
、
市
内

産
品
を
扱
う
店
舗
に
対
し
て
、
よ
り
市
民
の

理
解
と
協
力
を
求
め
る
、
と
の
趣
旨
に
基
づ

き
、
文
言
の
修
正
を
行
い
、
実
施
の
時
期
を

平
成
二
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
と
す
る
も
の

で
、
質
疑
の
後
、
採
決
の
結
果
、
修
正
可
決

と
な
り
ま
し
た
。

　

六
月
十
六
日
の
本
会
議
で
は
、
総
務
委
員

長
報
告
、
討
論
の
後
、
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
可
決

　

六
月
二
十
二
日
の
文
教
委
員
会
の
審
査
を

経
て
、
同
月
二
十
九
日
の
本
会
議
に
お
い
て

「
武
蔵
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
年
収
約
三
百
五
十
万
円
未
満

相
当
の
多
子
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
等
の
保

育
料
の
負
担
軽
減
を
図
る
目
的
で
、
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
れ

　

第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
四
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
、
各
常
任
委
員
会
委
員
の
選
出
な
ど
の
議
会
人
事
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
二
十
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
議
案
で
は
、
武
蔵
野
市
産
業

振
興
条
例
な
ど
二
十
一
件
の
市
長
提
出
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
策
定
に
関
す
る
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回　

市
議
会
定
例
会

産
業
振
興
条
例
を
修
正
可
決

に
よ
り
、
市
民
税
の
所
得
割
額
が
七
万
七
千

百
一
円
未
満
の
ひ
と
り
親
世
帯
等
に
対
す
る

負
担
軽
減
措
置
が
拡
大
さ
れ
る
ほ
か
、
多
子

軽
減
措
置
に
お
け
る
算
定
対
象
と
な
る
子
ど

も
の
年
齢
制
限
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
策
定
に
関
す
る

特
別
委
員
会
を
設
置

　

六
月
十
六
日
の
本
会
議
で
、
①
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
策
定
に
関
す
る
調
査
・
検

討
を
す
る
た
め
②
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
策
定
に
付
随
す
る
課
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、
の
二
つ
を
目
的
と
し
て
、
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
策
定
に
関
す
る
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
数
は
十
名
で
、

設
置
期
限
は
平
成
二
十
九
年
六
月
定
例
会
最

終
日
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
同
日
に
開
催
さ
れ
た
同
委
員
会
で

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
に
関
す
る

特
別
委
員
長
に
与
座
武
委
員
、
副
委
員
長

に
山
本
あ
つ
し
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

（
四
面
に
特
別
委
員
会
紹
介
を
掲
載
）。

１面写真募集要領〈次回の締め切り10月14日〉
●内　　容： 武蔵野市内（隣接する地域を含む）で応募者自身が撮影した、未発表※のオリジナル作品（カラー）に限

ります（明らかに人物を特定できる場合は、ご本人の了承を得てください）。
　　　　　　　 ※インターネット、ツイッター等で掲載したものや、個展や写真の掲載が主目的な催しは発表とする。

ただし、地域行事への協力展示（例えば、コミセンや学校での展示など）は未発表とする。　
●規　　格：①紙焼きの場合　　・サイズ　六つ切り
　　　　　　②デジタルデータの場合
　　　　　　　・ファイル形式　ＪＰＥＧ形式
　　　　　　　・画像サイズ　1600×1200ピクセル以上
　　　　　　　・ ファイルサイズ　２ＭＢ程度まで（２ＭＢ以上になるとメールが受信できない場合があります）
●審　　査：議会広報委員会が審査します。
●発　　表： 採用された作品は、11月発行の市議会だよりに掲載します（賞品等はありませんのでご了承ください）。
●著 作 権： 作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、市議会だより掲載後６か月間、他媒体での発表等を

ご遠慮いただくことを、作品採用の条件といたします。
●期　　限：10月14日（金）当日消印有効
●応募方法： 撮影者の住所・氏名・電話番号・撮影年月日・撮影場所・作品名・作品に関するコメント (100字程度 )

を明記の上、下記あて先までご応募ください（作品は返却いたしません。なお、今回採用されなかった場合、
次号以降の市議会だよりの１面写真に使用させていただく場合があります）。

●あ て 先：〒180-8777　武蔵野市緑町2-2-28
　　　　　　武蔵野市議会事務局　市議会だより担当
　　　　　　デジタルデータの場合はメールで ofc-gikai@city.musashino.lg.jp まで
　　　　　　 （上記以外のメールアドレスやＣＤ－Ｒ等、各種メディアでの送付はご遠慮ください）
●問い合わせ：℡0422-60-1883

「ひまわり」

撮影： 長谷川　裕
場所：武蔵野市吉祥寺北町　東北浦橋付近（2015. ８. １）
千川沿いの道を歩いていた時、愛らしいひまわりの花を見かけた。それは見上げるような丈の見事な花で、
まるで私に微笑みかけている様に感じられ、思わずシャッターをきりました。
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生物多様性地域戦略の
策定に向けて

施設一体型小中一貫校は
子どもにとって利益があるのか

ごみ収集の効率化を

山本あつし議員

山本ひとみ議員

西園寺みきこ議員

生物多様性地域戦略策定には、施策の
効果測定が必要と考えるが、いかがか。
モニタリングにあたり重点地域の設定や

継続的な観測点調査の必要性は認識してい
る。戦略的な議論を踏まえて検討したい。
境山野緑地の伐採更新をすべきでは。
考え方は理解するが、地域の合意が得ら

れておらず、直ちに実現は困難と考える。
地域包括ケア推進に向け新規事業を創

造する際、在宅介護支援センターを運営す
る財援団体等の意見を取り上げるべきでは。
各担当者会議で意見交換を行い事業の

改善等を進めており、今後も現場の声を反
映するような工夫をしていきたい。

最近開設された保育園で多数の保育士が
一斉に退職する例があったが、新規開設園
の認可審査はどのようなものか伺う。
開設前に施設長等と面談を行うほか、運

営に関する協定書を締結し、本市の保育ガ
イドラインを尊重する旨を確認している。
施設一体型の小中一貫校設置についての
方針が具体化された場合、小中一貫校とこ
れまでの小・中学校が複線的に存在する時
期を想定しているのか。また、一人当たり
の校庭面積が減る等の課題があるのでは。
制度の併存や、校庭面積の減少は想定し

ているが、まず望ましい教育システムとして
選択可能かを検証している。

「ごみを減らして経費も減らす」ため、
効率的な収集システムの見直しが必要と考
えるが、収集作業の効率を上げるため、収
集品目の再編成をどのように考えているか。
収集作業を行う側の効率性も踏まえて、

収集品目のあり方を検討していきたい。
公共施設の床面積を抑制する方針がある

中で、エコプラザの整備については明確な
説明が必要と考えるが、整備をやり遂げる
決意はあるのか、市長の見解を伺う。
エコプラザはごみの減量や発生抑制など

の啓発のため、第五期長期計画・調整計画
等で議論し、計画に記述してきたもので、
今後も整備することを前提に検討したい。

人々をエンパワメントし公共課題を
解決する「図書館の力」を

福祉タクシー券について
伺う

待機児童ゼロを目指す
姿勢の見える化を

内山さとこ議員

下田ひろき議員

土屋美恵子議員

新たな図書館の役割について①吉祥寺図
書館で若者サポート事業拡大の考えは②生
きづらさを抱える人にとって訪れやすく、公
共課題を解決する役割を果たすべきでは。
①中高生を含めた若い方々に利用いただ

けるような居場所を目指したい②図書館は、
本を読む目的があれば、誰でもいつまでで
もいてよい場所で、人々の再出発を助け、
さまざまな期待を受け止めていきたい。
都立武蔵野中央公園に、戦中戦後を生

きたシラカシ二世を平和のシンボルツリーと
して移植し、子ども参加で（仮）平和広場
の植栽デザインを募集してはいかがか。
今後、東京都と協議していきたい。

タクシーの初乗り運賃の変更が予定され
ているが、福祉タクシー券は初乗り運賃助
成ではなくクーポン方式にすべきでは。
初乗り運賃助成では、障害者の外出促進

効果が減少すると思われるため、クーポン
券方式導入も含めて検討が必要と考える。
認知症高齢者の見守り等でタクシー事業

者と協力連携協定締結を提案するが見解は。
見守り孤立防止ネットワーク連絡協議会

参加や協定締結への協力は可能と考える。
出産支援品として、マタニティタクシー券

の贈呈を提案するが見解を伺う。
限られた財源の中で何を優先して支援し

ていくのか、今後の課題と思っている。

境南ふれあい公園は、芝生の養生期間
が長いとの声があるが、専門業者による管
理方法や期間の検討は行ったのか。
水やり回数を増やすなど管理方法の見直

しを行っており、できるだけ養生期間を短く
し、利用可能な日数を確保したい。
子育て中の方々がプレイスで学習できる

ように、一時預かりを導入すべきでは。
運営体制やコスト面から研究したい。
待機児童ゼロを目指す姿勢がホームペー

ジ等で見える化されていないが、見解は。
該当者にはさまざまな情報を直接伝えて

いるが、ホームページ等でのＰＲも大切であ
り、他市区の例も参考に検討したい。

地域防災計画の見直しを

暮らせる・学べる・働ける
「新武蔵野スタイル」等について

人権感覚を持った市民を
はぐくむための取り組みは

堀内まさし議員

深田貴美子議員

笹岡ゆうこ議員

熊本地震を受け、武蔵野市地域防災計
画を見直す予定はあるのか、見解を伺う。
災害時マニュアル等の作成過程の中で、

熊本地震での経験を反映していきたい。
活動が多様化してきた、避難所運営組織

への現在の補助額は妥当と考えているか。
今年度で市内全域に運営組織が設置さ

れる見込みであるため、各組織の意見を聞
き、必要な助成金のあり方を検討したい。
スマートフォン等を利用した防災マップの

導入について、見解を伺う。
避難場所等を各自が確認できるツールとし
て有効だと考えており、有効性や経費等に
ついて他市の例も参考に研究したい。

熊本地震を踏まえ過去に提案した、①校
庭にテントを設置する考えは②福祉避難所
の周知と運営マニュアル策定の進ちょくは。
①地域防災計画の大幅な改定に合わせ検

討する②平成25年３月に策定し、現在、福
祉避難所への搬送訓練等を実施している。
小中一貫教育で学区とコミュニティの整

合、コミュニティスクール導入の考えは。
今後、小中一貫教育調査研究ワーキング

チームで検討していく課題ととらえている。
公民連携事業として、市有地である南町

社宅跡地、寄贈物件等の活用の考えは。
待機児童解消として、官民連携の活用等

も含め、幅広く検討していきたい。

人権感覚をはぐくむために、①市民性を
高める教育は、自由・平等・寛容・共生と
保障・責任・多元性を大切にしながら、法
の中で不一致中の合意を図り、時には権力
に立ち向かう必要があることを教えるべき
では②社会的課題に主体性を持って対応で
きるよう、人権教育を礎にしたシチズンシ
ップ教育に積極的に取り組むべきでは。
①アイデンティティの根拠を武蔵野市に置

き、市の歴史や文化に誇りを持ちつつ、世
界市民として活躍できる汎用的な能力を形
成したい②人権教育はすべての教育活動の
基盤であるが、確立された個として社会と
かかわれる人間形成に向けて研究したい。

一 般 質 問
　第２回定例会では６月14日、15日、16日に20名の議員から一般質問が行われました。各議員の主な質
問と答弁を要約して掲載します。
　詳しくは、８月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、コミュニティセンター、市役所７
階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第２回定例会分は８月26日登
録予定）、インターネット議会中継でご覧いただけます。

※一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に
対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。

　平成28年６月９日、本市とアメリカ合衆国テキサス州ラボ
ック市との国際交流の一環で、ラボック市ジュニア大使と市
議会議員らの特別交流団が議長、市長に表敬訪問しました。
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武蔵野市の市民参加の
方向性は

川名ゆうじ議員

本市の市民参加における課題を伺う。
一部の市民の参加になりがちなことや形

骸化が課題と考える。
これまでの手法に加え、討議型、対話型

のワークショップなど多様な参加方式の実
施や、行政対市民の関係ではなく、共に前
を向けるよう市民ファシリテーターの育成を
行うべきと考えるが、いかがか。
今後は職員だけではなく、住民がみずか

らファシリテーションを行うことも必要であ
り、さまざまな支援活動や学びの場を活用
し、地域での人材育成につなげたい。
　このほか、図書館と学校の連携、市制70
周年記念事業についての質問がありました。

防災・減災へ向け、
学生の力の活用を

浜田けい子議員

地域防災を担う人材確保に向け、学生消
防団活動認証制度の導入予定を伺う。
防災協定の締結に至った大学もあり、協

定の中で学生の地域活動等を検討したい。
公共施設内のＡＥＤは、休日や夜間には

使用できないため、屋外型収納ボックスへ
移設するべきではないか。
管理上の課題はあるが、わかりやすい設

置場所については今後研究したい。
食品ロス削減に向けて、飲食店でのドギ

ーバッグ*利用を推進してはいかがか。
食べ残しの持ち帰りは、衛生上の課題が

あるが、さまざまな工夫を積み重ねてごみ
の減量につなげたい。
*食べ残しを持ち帰るための容器

幼稚園での預かり保育の
拡充で待機児童の解消を

木﨑　剛議員

幼稚園でのいわゆる「250日型預かり保
育」の充実を図るべきではないか。
今年度、試行実施する２園の状況を他園

にも紹介し、取り組みをお願いしたい。
三鷹駅北口ロータリーは人と車が錯そう

し大変危険な状況だが、一般車両の乗降に
ついて、どのように対応していく考えか。
安全確保のために歩道側で人を降ろすよ

うな誘導ができるよう検討を進めたい。
今後の観光事業について、特に外国人

旅行者への対応をどのように進めるのか。
フェイスブック、ホームページ等での情報

発信のほか、今年度の観光推進計画の見直
しでも、魅力向上の方策を検討したい。

小中一貫教育の必要性を
根本から考えることについて

斉藤シンイチ議員

小中一貫教育制度の導入に係る学校教
育法等の一部を改正する法律についての文
部科学省からの平成27年７月の通知は、自
治体へのお知らせであり強制力を持たない
ものという理解でよいか伺う。
文部科学省は、法改正の意味や法改正

に沿うことが望ましい旨の通知を出している
が、とらえ方は市の教育委員会や市に任さ
れており強制力はないものと考えている。
小中一貫校のモデル校指定の具体的内

容はどうなっているのか進ちょくを伺う。
小中一貫教育調査研究ワーキングチーム

による研究内容や指定校の検討後、研究協
力校での実践による研究を想定している。

児童・生徒の健やかな成長
のために広い校庭の確保を

高野恒一郎議員

施設一体型義務教育学校は、広い校庭
を維持することが困難であり、本市にはな
じまないと考えるが、見解を伺う。
小中一貫教育調査研究ワーキングチーム

や学校施設整備基本計画策定委員会等で小
・中学校の施設整備について検討したい。
いきいきサロンの開設にあたり、介護予

防や健康づくりの専門家を派遣するような
仕組みを作り、開設へのハードルを下げる
べきと考えるがいかがか。
より身近な地域で主体的に介護予防等に

参加してもらうため、リハビリ専門職や柔道
整復師等の講師を派遣し、必要な指導等を
行う仕組みを検討している。

地域コミュニティの
活性化を

大野あつ子議員

地域フォーラムを会議形式で開催して、
新しい市民の参加は望めるのかを伺う。
地域の新しい方とのコミュニケーションだ

けではなく、解決すべき課題に誰もが自由
に話し合える場として設定している。
コミュニティ未来塾は、コミュニティとか

かわりのない方とのコミュニケーションの手
法を学ぶ場にしてほしいが見解は。
ファシリテーション能力等を高め、地域

の課題に対応できる能力を持つ人材を市民
とともに育成していきたいと考えている。
災害時の人工透析患者の移送方法は。
市所有の車両やレモンキャブのほか、今

後は民間業者との協定も考えていきたい。

投票率向上のための
取り組みを

藪原太郎議員

児童生徒に対する主権者教育は、どのよ
うなことを目指しているのか伺う。
社会の一員として政治に興味を持って主

体的に情報を読み取り、投票行動に結び付
ける意識を高めることが重要と考える。
総務省より大学構内への期日前投票所

設置を促す通知があったが、市の見解は。
他市の状況等を見ながら研究したい。
高齢のため投票所に行けないなど合理的

配慮が必要な方々に対し、移動投票車を使
用する等の対策を検討してはどうか。
さまざまな状態の選挙人の投票機会を幅

広く確保する観点から、意義は大きいもの
と認識しており、今後研究していきたい。

就学援助入学準備金は、
小・中学校入学前に支給を

本間まさよ議員

市の就学援助制度は最初の支給月が８月
であり、小・中学校入学時に間に合わない。
一番費用がかかる、入学前に支給できるよ
う制度の改善を求めるが、見解は。
子どもたちにとってのメリット、デメリット

を検証したうえで、できるだけ早い時期に
実施できるよう検討したい。
就学援助と同様に何か月かまとめて支給

を行っている制度について、対象者が利用
しやすくなるような改善予定はあるのか。
国の検討状況を注視し、改善の可能性に

ついて引き続き研究したい。
　このほか、保育の質の向上や災害対策の
充実についての質問がありました。

米軍用機配備から市民の安全
確保と待機児童対策について

しばみのる議員

米軍横田基地へのオスプレイなどの軍用
機配備拡充について、都や多摩地域の自治
体と連携して情報提供や安全対策、綱紀粛
正を国や米国に求めたいと思うが見解を。
オスプレイ配備への対応や、情報提供の

強化など市長会を通じ国等に要望している。
特にオスプレイについては、基地周辺５市１
町と情報交換をし、必要な支援、要望活動
に参加していきたいと考えている。
消費税増税は中止すべきと考えるが、先

送りによる市の待機児童対策への影響は。
待機児童対策は喫緊の課題であり、大幅

な影響がないように要望し、国の動向を注
視し対策を進めていきたいと考えている。

ちょこっとサービス・ベンチ
設置の推進を

蔵野恵美子議員

調布市のちょこっとさん事業等を参考に、
日常のちょっとした困りごとへの支援体制
を一部試行してはいかがか。
次期健康福祉総合計画策定に向けた実

態調査で、必要性を把握し、検討したい。
自治体みずから歳入を生み出す視点を持

ち、川崎市の資産マネジメントカルテ等を
参考に、全庁で情報を共有すべきでは。
行財政改革推進プランを見直す中で、ア

イデアや情報共有のあり方も工夫したい。
市内三駅圏以外ではベンチの設置が進ん
でいない。生活道路への設置の推進を。
歩車共存道路では困難だが、公共施設や

公開空地等への設置拡充を研究したい。

ウェブ活用による
共助の仕組みづくりを

竹内まさおり議員

写真や位置情報を共有できる地域ＳＮＳ
を立ち上げ、市民や市が抱える課題の共有、
行政費用の見える化、解決者の創出を図る
仕組み等、ウェブ活用による共助の仕組み
づくりを求めるが見解は。
多様な市民参加の手法として、次期総合

情報化計画策定の中で検討していきたい。
市民どうしで政策を提案し、それに対し

てコメントを書いたり、「いいね」と投票で
きるような仕組みがあれば、今まで直接声
の聞けなかった一人ひとりの意見も大切に
できると考えるが、いかがか。
これからも多様な方法で市民の声を聞く

仕組みを構築していきたい。

　平成28年７月２日、武蔵野スイングホールで「平成28年
度武蔵野市市民安全大会」が開催され、主催者の邑上守正
市長、武蔵野警察署長などの関係者のほか、武蔵野市議会か
らは深沢達也議長はじめ、多くの市議会議員が参加しました。
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第2回定例会
【市長提出議案（21件）】
●武蔵野市産業振興条例   修正可決（全会一致）
　※ 本市の産業の振興に関する基本的な事項を定め、市民が豊かで、安全にかつ安心して暮らせるまちづくりを推進するため、制定す

るもの。
　※総務委員会で継続審査となっていましたが、今定例会で修正可決されました。
●専決処分の承認を求めることについて（武蔵野市市税条例等の一部を改正する条例）   承認（全会一致）
　※地方税法等の改正に伴い、項ずれの対応等、規定の整備をするもの。
●専決処分の承認を求めることについて（武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例）
　　  承認（全会一致）
　※均等割額の対象となる所得基準の引き上げを行うもの。
●武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例   可決（全会一致）
　※新たに単身赴任手当を設けるなどの改正をするもの。
●武蔵野市恩給条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）
　※刑法等の改正に伴い、退隠料および遺族扶助料の支給停止に関する規定を改正するもの。
●武蔵野市非常勤消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）
　※障害厚生年金等が併給される場合の災害補償の支給割合を0.86から0.88に改正などをするもの。
●武蔵野市市税条例等の一部を改正する条例   可決（全会一致）
　※法人市民税法人割の税率の引き下げなどをするもの。
●武蔵野市手数料徴収条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）
　※ 住宅の増改築に係る長期優良住宅認定制度や、建築物エネルギー消費性能向上計画の認定制度等の創設に伴い、当該認定申

請等に係る手数料を新設するもの。
● 武蔵野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例
　　  可決（全会一致）
　※市民税の所得割額が77,101円未満のひとり親世帯等に対する負担軽減措置の拡大などを行うもの。
●武蔵野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
　　  可決（全会一致）
　※ 小規模保育事業所Ａ型および保育所型事業所内保育事業所における保育士の配置基準を緩和する特例の新設などをするもの。
●武蔵野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
　　  可決（全会一致）
　※ 放課後児童支援員になるための要件の一つである「教諭となる資格を有する者」の規定に幼稚園、小学校等に加えて「義務教育

学校」を追加するもの。
●武蔵野市福祉型住宅管理条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）
　※年度途中に収入が大きく減少する場合などにおける収入額の再認定に関する規定の新設などをするもの。
● 武蔵野市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例   可決（全会一致）
　※ 介護保険法上のサービスである武蔵野市指定地域密着型サービスに利用定員19人未満の通所介護を「地域密着型通所介護」
として新設するもの。

● 武蔵野市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

　　  可決（全会一致）
　※ 指定介護予防認知症対応型通所介護事業者に運営推進会議の設置を義務付けるとともに、運営推進会議に地域包括支援セン
ター職員および市職員のいずれも構成員として出席するようにするもの。

●武蔵野市市営住宅条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）
　※使用手続きにおける連帯保証人を立てる義務の特例を設けることや、収入額の再認定に関する規定を設けるもの。
●人身事故及び物損事故に係る損害賠償の額の確定及び和解について   可決（全会一致）
　※ 武蔵野市境5丁目22番付近の交差点において発生した人身事故および物損事故に係る損害賠償の額の確定および和解をするもの。
●平成28年度武蔵野市一般会計補正予算（第1回）   可決（全会一致）
●平成28年6月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例   可決（賛成多数）
●平成28年6月における武蔵野市特別職の職員の期末手当に関する条例   可決（賛成多数）
●平成28年6月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例   可決（賛成多数）
●平成28年度武蔵野市一般会計補正予算（第2回）   可決（全会一致）

各議員の議案等に対する賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。
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て
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で
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※武蔵野市議会では５月９日から10月31日までの間、クールビズとして、軽装で活動しています。 ◎印：委員長　○印：副委員長

特 別 委 員 会 紹 介
６月16日に設置された特別委員会です（１面に関連記事を掲載しています）。

公共施設等総合管理計画策定に関する特別委員会

なお、外環道路特別委員会も平成29年６月定例会最終日まで活動しています。

川
名
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間
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さ
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蔵
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恵
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印
：
委
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長　

○
印
：
副
委
員
長

議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

議　会
事務局

TEL 0422-60-1883　FAX 0422-55-7555
メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

▶インターネット議会中継
本会議・決算特別委員会・予算特別委員会の模様を
市議会ホームページで生中継しています（生中継
の日程は「会議の日程」のページをご覧ください）。
録画中継は、生中継終了後３日程度（土・日・休日を
除く）で、ご覧いただけます。
▶会議録検索システム
平成２年８月以降の本会議、常任・特別委員会など、各種の会議録が閲覧・検索できます。
▶携帯電話版ホームページ
市議会からのお知らせを携帯電話でもご覧いただけます。下記の
URLを直接入力するか、携帯電話で２次元バーコードを読み取っ
てください。

http://www.city.musashino.lg.jp/m/shigikai/
その他、市議会に関するさまざまな情報を掲載しています。ぜひご利用ください。

武蔵野市議会ホームページ
http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/ 武蔵野市議会 検 索

議会からのお知らせ
　このたび、議会運営委員会と議会広報委員会を市民の皆様に公開していくこととなり
ました。次回の開催日は次のとおりです。傍聴を希望される方は、当日議会事務局までお
越しください。
議会運営委員会　８月５日（金）、午前10時（予定）
議会広報委員会　９月30日（金）、本会議終了後（予定）

会派とは、市政について、同じような考えや意見を持っている議員のグループで、
議会活動の一つの基盤となります。

※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番号です。議員の連絡先は、わたしの
便利帳や市議会ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。

会派名簿

自由民主・市民クラブ ☎60-1884
堀　内　まさし　　高　野　恒一郎
土　屋　美恵子　　木　﨑　　　剛
小美濃　安　弘　　きくち　太　郎
与　座　　　武　　　　　　　　　

民主生活者ネット ☎60-1889
藪　原　太　郎　　蔵　野　恵美子
西園寺　みきこ　　川　名　ゆうじ
深　沢　達　也　　　　　　　　　

空
そら ☎60-1890
山　本　あつし　　笹　岡　ゆうこ
山　本　ひとみ　　斉藤　シンイチ

市議会公明党 ☎60-1887
大　野　あつ子　　浜　田　けい子
落　合　勝　利　　　　　　　　　

日本共産党武蔵野市議団 ☎60-1888
し　ば　みのる　　橋　本　しげき
本　間　まさよ　　　　　　　　　

むさしの志民会議 ☎60-1885
竹内　まさおり　　下　田　ひろき

会派に属さない議員 ☎60-1944
深　田　貴美子　　　　　　　　　

会派に属さない議員 ☎60-1909
内　山　さとこ　　　　　　　　　
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